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ホームへーシをじ';舌用くたさい。 


使い方巧談窓口 



フ1」ーダイヤル . 0120-333-020 



携帯電話 ’ PHS •—部の IP 電話 •• 046己- 31-2 己11 


左記番号へ接続後、 

受付時間月〜金：日:00〜1狂00 


最初のガイダンスが 

±旧.祝日：日:00 〜 17:00 


流れている間に 

修理相談窓口 


r 402 j + r#j 

フ U -ダイヤル . 01 20-222-330 


を押してください。 

携帯電話 • PHS • —部の1 P 電話 • • 0466-31-2 已31 


直接、担当窓□へ 

※ 取扱説明書 ’1 」モコン等の , 晴入相談はこち 5 へお問い合わはください。 


おつなぞします。 

受付時間月〜金： 9:00〜20:00 



±•日.祝日：日:00〜17:00 



FAX (共通) 01 20-333-389 1 




曰本語 


应^危険 1 ををのために 

ソニー製品はま全に充分配慮して設計されています。しかし、誤った使 
いかたをすると、乂災や感電などにより人身事故になることびあり危険 
です。事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

• ままのためのま意事頃を守る 

• 巧障した6巧わずに、ソニーの相談窓□に修理を依巧ずる 
•万一、異常び起をた6 


〇カメラか5取りはずず 
〇ソニ-の相談窓□に修理を依頼ずる 


本機び熱くなり、 
変な音、におい、 
煙び出たら 


警告表示の意味 

取扱説明書では、次のよラな表示をしています。表示の内容をよく 
理解してから本文をお読みください。 

I A ^17^ この表示の注意事項を守らないと、乂災•感電•破裂 
1/!\化快 I などにより死 t や大けびなどの人身事故び生じます。 

I A 敬化 I この表示の注意事項を守らないと、乂災•感電•事故 
[ ZlAWa ] などにより死 t や大けびなど人身事故になることび 
あります。 

I A ぐ午± 1この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事 
[ZlA >ェ<ち^ I 故によりけびをしたり周辺の家財に損害を与えたり 
することびあります。 


注意を促す記号 

行為を禁止する記号 

行為を 

指示する記号 

会鲁 

® 0® ( S ) 

めれ手禁止禁止分解禁止接触禁止 

〇 

指示 


应^警告 1 下記の注意事頃を巧 6 ないと、义災- 
^ A 感電により 巧 t ゃ大 けがの原因と 

1^.® なります。 


分解や改造をしない 

乂災や感電の原因となります。危険ですので、絶対に自分で分 
解しないでください。 

内部の点検や修理はソニーの相談窓□にご依頼ください。 


分解禁止 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると乂災や感電の原因となります。この製品は 
防水構造にはなっていませんので、水中や雨天での使用はでさ 
ません。万一、水や異物び入ったとさは、すぐにカメラ本体の 
スイッチを切り、本機からはずしてください。 ソニーの 相談窓 
□にご相談ください。 


0 

禁止 


雷が鳴りだした!5、使用しない 

遠くで雷び鳴りだしたときは、感電を避けるため、すぐにご使 
用を中止してください。 


接触禁止 


本機を布団などでおおったが態で使わない 

熱びこをって変形したり、乂災の原因となることびあります。 


0 

禁止 


発光部を人の目に近づけて発光させない 

強力な光は目をいためる恐れびあります。 


0 


落下などで、外装ケースなどが破損したときは、絶対に 
露出部分に触れない 

感電の原因となることびあります。 


接触禁止 


自動車などの運転中にフラッシュを操作したり、運転 
者に向けてフラッシュを発光させない 

交通事故の原因となることびあります。 


0 


万一、使用中に高熱、焦げ臭い、煙が出るなどの異常を 

感じた！5、すみやかに電池を巧さ、使用を中止してくだ 

さし> 接触禁止 

放置すると乂災や乂傷の原因となります。 


[ A え 思 I 

火災感電 


下記の注意事頂を巧6ないと、けがを 
したり周辺の家財に損害を与えたり 
ずることがあ D まず。 


湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所では使わない 

上記のような場所で使うと、乂災や感電の原因となることび 
あります。 


0 


めれた手で本機をさわ S ない 

感電の原因となることびあります。 


(§) 

めれ手禁止 


乳幼児の手の届かないところで使用/保管する 

ケガ、感電、故障の原因になります。 


〇 

指示 


安定した場所に置く 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置いたり、不を定な 
状態で設置すると、製品び落ちてけびの原因となることびあ 
ります。 


0 


フラッシュの発光部を手でさわ!5ない 

フラッシュ発光部を指-手袋等で覆ったまま発光しないで 
<ださい。 

発光後をしばらくは発光部に触れないでください。 

やけど、発煙、故障の原因になります。 


0 

禁止 


カメラに取り付ける勵ま、カメラの電源を切った状態 
で行う 

本機の誤動作や誤発光の原因となり、強力な光で目をいため 
る恐れびあります。 


〇 


おほいになる前にがずお読み<だを 
い 

お使いのカメラの取扱説明書をご確認ください。 

本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません 


置いてはいけない場所 

使用中、保管中にかかわらず、次のよラな場所に置かないでください。 
故障の原因になります。 

•異常に高温になる場所 

炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は特に高温になり、放置する 
と変形したり、故障したりすることびあります。 

• 直射曰光の当たる場所、熱器具び近 < にある場所 
変形したり故障したりすることびあります。 

•激しい振動のある場所 
•強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりの多い場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所などでは、砂びかからな 
いようにしてください。故障の原因になることびあります。 

フラッシュの表面のミちれは取り除いてください。発光による熱でフラッ 
シュ表面のミちれび発煙したり、焦げる場合びあります。ミちれ- 3' ミびあ 
る場合は柔らかな布等で清掃してください。 


主な特長 

•本機は、スマートアクセサ IJ ーターミナル搭載のカメラで使用でさま 
す。 

カメラの取扱説明書をご覧いたださ、お使いのカメラびスマートアク 
セサ IJ ーターミナル対応機種かご確認ください。 


ソニー 株式会社〒] 08-007 己東京都港区港南1 -7-1 


• 電源びカメラから供給されるためフラッシュ用の電池を必要としな 
し、簡単コンパクトな外付フラッシュです。 

• 発光方向をワンタッチで切り換えられる独自のノ くウンス機構を搭載 
しています。 

• 色温度情報からホワイトバランスを自動補正します。 

•本機の発光部を上下させることで発光の ON と OFF を切り換えます。 
•カメラ本体で設定することにより、赤目軽減発光び可能です。 

•より遠くへ光び届く [ TELE ポジション]を備えています。約 5 m 
( IS 0100、 F 4) 先の被写体を明るく撮影でさます。 


□ 各部の名前 

1 発光部 

2 BOUNCE スイッチ(出荷時；旧 OUNCE ]) 

3 TELE スイッチ(出荷時；[スタンダードポジション]) 
4 端テ部 

※直接手で触れないでください 
5 固定ネジ 
6 ワイドパネル 
7 端テ保護キャップ 


回カメラに取り付けて撮該ずる 

1 カメラの電源びオフになっていることを確認し、本機をカメラのス 
マートアクセサリーターミナルに取り付ける。 

2 本体を下におさえなび5ネジを回し、カメラにしっかり固定ずる。 

ネジび回しにくいとさは正面側からネジを回してください。 

ごを意 

• 本機を最後までしっかり差し込んでからネジを締め、カメラに 
しっかりと固定されていることを確認してください。 

3カメラの電源を入れる。 

4 フラッシュを発光させたいときは、発光部を上に持ち上げる。 

•発光部にはさわらないでください。 

• 発光部を上げているとさのみ発光でさます。 

•発光させないとさは発光部を下げてください。 

5 カメラの撮影モードとフラッシュモードを希望のモードに設定す 
る。 

カメラのモード設定については、お使いのカメラの取扱説明書をご 
覧ください。 

• カメラのモードを[シャッタースピード優先 ( S )] や [マニュアル 
露出 （ M )] に設定した場合、フラッシュ同調速度*より速いシャッ 
タースピードは選択でさません。 

* フラッシュ同調速度 

一般的にフラッシュ撮影時には、これ iU 上の速度で撮影でさない 
という限界のシャッタースピード(フラッシュ同調速度)びありま 
す。 

6 本機の充電び完了した5、シャッターボタンを押して撮影ずる。 
ご注意 

• 電源はカメラから供給されます。カメラの液晶モニターに V ■マーク 
び点滅しているときは、フラッシュ充電中です。このときはシャッ 
ターを切れません。 

また、使用状況によってはカメラの撮影可能枚数び少なくなることび 
あります。 

•低温下でご使用の際は、フラッシュ充電時間に時間びかかることびあ 
ります。 

• 短時間に連続してフラッシュを発光させると、フラッシュび熱くなる 
のを防ぐため、通常より充電時間び長くなることびあります。 

• カメラの撮影モードび[おまかせオート]に設定されている場合は、発 
光しないことびあります。 

•カメラに取り付けているとさに本機を持って持ち運ばないでくださ 
し、持ち運びの際は必ずカメラ本体をお持ちください。 

取りはずしかた 

カメラの電源をオフにし、取り付けるときと逆の手順で取りはずず。 
ご注意 

•本機を取りはずした後は、端テを保護するために付属の端テ保護 
キヤップを必ず本機の端テ部に取り付けてください。（イラスト 
回-®) 

•ケースなどに収納するときは、必ずカメラから取りはずしてください。 


因 BOUNCE スイッチ 

被写体のすぐ後ろに壁びあるとさに本機を直射発光させると、壁に強い 
影びでさてしまいます。（イラスト因-①） 

このようなとき、天井びある屋内では、 BOUNCE スイッチを [ BOUNCE ] 
に切り換えると、天井にフラッシュ光び反射し被写体を照射するため、 
柔らかい光で照らした写真を撮ることびでさます。（イラスト因-②） 
また屋外では、 BOUNCE スイッチを [ DIRECT ] へ切り換えてご使用く 
ださい。 

•BOUNCE :フラッシュ発光部上75。（バウンス） 

• DIRECT : フラッシュ発光部0。（直射） 

BOUNCE スイッチをまわして切り換える（イラスト因 - 1 ) 

ご注意 

•ノ（ウンスの切り換えは、 B 0 UNCE スイッチにあるご希望のポジシヨ 
ンのマークび印④の位置にくるようにしっかりまわして、確実に切り 
換えてください。 

•フラッシュ光を反射させる面(天井や壁)は、白に近いものをおすすめ 
します。反射面び白 ■ tU 外のとさは、反射したフラッシュ光び反射させ 
る面の色の影響を受けることびあります。また、フラッシュ光を反射 
させる面は、高い天井やガラスなどはおすすめでさません。 

• 旧 OUNCE ] 設定時は、調光距離範囲び狭くなります。露光アンター(撮 
影結果び暗い)になる場合には、被写体に近づくか、 ISO 感度を上げた 
り、絞りを開放側に設定するなどお試しください。 


TELE スイッチ 

屋外で撮影する際、カメラから被写体までの距離び遠く、フラッシュ発 
光び被写体まで届かないとさ(調光距離範囲外のとさ)、本機の TELE ス 
イッチを [ TELE ポジション]に切り換える（イラスト囚）ことで、さらに 
遠くへ光を届かせることびでさます。 

ご注意 

• 通常は[スタンダードポジション]でご使用ください。 

• [ TELE ポジション]では、[スタンダードポジション]よりもフラッシュ 
光を照射でさる範囲び狭くなります。 

•ズームの切り換えは、本機の TELE スイッチの印⑥び希望のポジショ 
ンの位置に来るようにしっかり回して、確実に切り換えてください。 

• 各ポジションより広角のレンズを使用すると、画面周辺び暗くなるこ 
とびあります。各ポジションの仕様については、本取扱説明書内「ズー 
ム仕様」をご確認ください。 

• TELE スイッチは BOUNCE スイッチび [ DIREC て]のときのみ有効です。 


スイッチの組み合わせによる本機の状態 



TELE スイッチ 

ワイドノはル 
未装着時 

ワイドノはル 
装着時 

BOUNCE 

スイッチ 

DIRECT 

スタンダード 

ポジション 

] 6 mm 相当 

GN 14 

通常の撮影時で使用 

TELE ポジション 

35 mm 相当 

GN 20 

撮影距離び遠 <、光び届 
かないとさに使用 

スタンダード 

ポジション 

] 0 mm 相当 

GN 7 

通常の撮影時で使用 

TELE ポジション 

使用でさません 

BOUNCE 

GN 20 
室内で使用 


且ワイドパネル 

別売のウルトラワイドコンバーター VCL - ECU 1 (焦点距離 12 mm 相当） 
をご使用される際は、ワイドパネ>1レを本機の発光部に取り付けると、 
広い撮影範囲にをフラッシュ光を届かせることびでさます。（別売の 
フィッシュアイコンパ'-夕一 VCL - ECF 1 には対応していません） 

取0付けかた 

7 TELE スイッチを[スタンダードポジション]にする 
2 TELE スイッチの突起とワイドパネル内側の溝を合わせて、ワイド 
パネルを差し込む 
ご注意 

•ワイドパネルは BOUNCE スイッチび [ DIRECT ] のときのみ有効ですの 
で、ご使用の際にはご確認ください。 

•取り付けの際は、上下の向さを確認してください。 

•ご使用にならないときは、キャリングポーチの内ポケットに収納して 
ください。 

• E 10-18 mm F 4 0 SS ( SEL 1 01 8) レンズとの組み合わせでお使いの際 
には、レンズフードを取りはずして撮影してください。 


WB 自動補正機能 

ソニー製スマートアクセサ U —ターミナル搭載のカメラとご使用して 
いただくことによって、フラッシュ発光時の色温度情報からホワイトパ' 
ランスを自動補正します。 

• BOUNCE スイッチび [ DIRECT ] のときに機能します。 


お手入れのしかた 

本機をカメラから取りはずし、柔らかい布でからおさしてください。砂 
びついたときは、こすると傷を付けますので、ブ□アーで軽く吹き飛ば 
してください。ミちれびひどいとさは、中性洗剤溶液を少し含ませた布で 
拭いてから、をラー度からおさしてください。シンナー、ベンジン、アル 
コールなどは表面の仕上げを傷めますので使わないでください。 

端テ部のミちれは、綿棒などでふさ取って<ださい。その際、端テ部を直 
接手で触らないでください。 


互換性について 

下記 URL より、本機とレンズ交換式デジタルカメラの互換情報をご覧い 
ただけます。 

http :// www . sony . co . jp / DSLR / support / 


使用上のご注意 

撮影上のを意 

•本機は強い光び出ますので、人物の目の前で発光させないでくださ 
い。 

•本機の過熱と劣化を防ぐため、連続発光を20回似上行わないでくださ 
い。 

上記回数まで連続発光した場合は、]0分似上休止して自然;令却して 
ください。 

• カメラ取り付け時、本機を持って持ち運ばないでください。持ち運び 
の際は、必ずカメラ本体をお持ちください。 

•本機の発光部を上げ下げするとさは、回転部分に指などをはさまない 
よラご注意ください。けびの原因となることびあります。 

•マウントアダプターとの組み合わせでカメラに A マウントレンズを装 
着する際は、周辺び暗く映ったりフラッシュ光びレンズで遮られるこ 
とをあるため、本機を使ったフラッシュ撮影はおすすめしません。 

使用温度について 

• 本機の使用温度範囲は0で〜40でです。 

•直射日光下の車内など極度の高温下や、湿度の高いところに本機を放 
置しないでください。 

•急激な温度変化を与えると内部に水滴を生じる危険性びあります。 
スキー場のよラな寒い屋外から温かい室内に持ち込む場合は、屋外で 
ビニール 袋に入れ、袋の中の空気を絞り出して密閉します。その後室 
内に持ち込み、周囲の温度になじませてから取り出してください。 

•本機は防水性能は備えていません。海辺等で使用されるとさは、水や 
砂びかからないよう注意してください。水、砂、ホコ I 」、塩分等び残つ 
ていると故障の原因になります。 


主な仕様 

ズーム仕様 

スタンダードポジション： 

焦点距離 ] 6 mm 相当 
(35 mm 判換算焦点距離 24 mm ) 
TELE ポジション： 

焦点距離 35 mm 相当 
(35 mm 判換算焦点距離 50 mm ) 
ワイドパネル装着時： 

焦点距離 ] 0 mm 相当 
(35 mm 判換算焦点距離] 5 mm ) 

調光距離轟囲 

ガイドナンパ’一 ( IS 0100- m ) 

スタンダードポジション：]4 
TELE ポジション； 20 
ワイドパネル装着時： 7 


スタンダードポジション 


絞り値 ( F ) 

IS 0100 

150200 

150400 

ISO 800 

IS 01600 

2.8 

1-5 

1-7 

1-10 

1-14 

1-20 

4 

1-3.5 

1-5 

1-7 

1-10 

1-14 

5.6 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 

1-7 

1-10 

8 

1-1.5 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 

1-7 


バウンスは [ DIRECT ] 時 禅位； m ) 


TELE ポジション 


絞り値 ( F ) 

IS 0100 

ISO 200 

150400 

ISO 800 

IS 01600 

2.8 

1-7 

1-10 

1-14 

1-20 

1-28 

4 

1-5 

1-7 

1-10 

1-14 

1-20 

5.6 

1-3.5 

1-5 

1-7 

1-10 

1-14 

8 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 

1-7 

1-10 


バウンスは [ DIRECT ] 時 （単位； m ) 


ワイドパネル装着時 


絞り値 ( F ) 

IS 0100 

150200 

150400 

150800 

IS 01600 

2.8 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 

1-7 

1-10 

4 

1-1.5 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 

1-7 

5.6 

1 

1-1.5 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 


バウンスは [ DIRECT ] 時 （単位； m ) 


発光間隔 0.1 〜5 (秒） 

調光方式 プ U 発光による光量制御 

がお寸法(約） 60 mm X 71 mmX 53 mm (幅/高さ/奥行き） 

質量 約63旨 

同個物 フラッシュ（1)、ワイドパネル（1)、端テ保護キャップ(1)、 

キヤ U ングポーチ （ 1 ) 、印刷物一式 


取扱説明書に記載の機能は当社試験条件によります。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびあります 
び、ご了承ください。 

(X はソニー株式会社の商標です。 


保証書とアフターサービス 

保証書は国内に限5れています 

付属している保証書は、国内仕様です。外国で万一、故障、不具合び生じ 
た場合の現地でのアフターサービスおよびその費用については、ご容赦 
<ださい。 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お買い 
上げ店でお受け取りください。 

•所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてく 
ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この取扱説明書ををう一度ご覧になってお調べください。 

それでも具合が悪いときは 

ソニーの相談窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有償修理させてい 
たださます。当社では本機の補修用性能部品(製品の機能を維持するた 
めに必要な部品)を、製造打ち切り後最低7年間保有しています。この 
部品保有期間を修理可能の期間とさせていたださます。保有期間び経 
過したあとも、故障箇所によっては修理可能の場合びありますので、ソ 
ニーの相談窓□にご相談ください。 

ご相談になるとさは、次のことをお知らせください。 

• 品名： HVL - F 20 S 

•故障の状態：できるだけ詳しく 

•購入年月日 



























































































































































中文（简) 


在操作本产品前，请通读本手册，然后保存好本手册な备将来参考。 


警告 


为减少发生火灾或触电的危险，请勿让本装置淋雨或受潮。 

请将电池或容易误吞的东西远离儿童存放。如果误吞了物体，请立即 
与医生联系。 

下列情況下应立即停止使用… 

• 本产品跌落或受到强烈冲击，使产品的内部裸露。 

• 产品发出奇怪的气味、发热或冒烟。 

请勿拆卸电池。如果接触产品内部的高压电路，可能会触电。 


重要的安全使用说明 

在使用照相设备么前，请遵循な下基本的安全注意事 
项： 

使用之前，请阅读和理解所有的使用说明。 

儿童使用或者在儿童附近使用任何器材时，必须严密 
监管。 

在使用时不要将无人看管的器材遗留下来。 

因为接触高温会起乂，因此必须小也。 

除非经过合格维修人员的检验，否则不要が电缆损坏 
的器材、已经跌落或损坏的器材进行操作。 

存放之前要使器材完全冷却。 

存放时要使电缆宽松地环绕在器材周園。 

为减少触电危险，请勿将器材侵入到水中或其它液体 
中。 

为减少触电危险，请勿擅自拆卸本器材，但在需要维 
护和修理时，请将器材交给合格维修人员。在随后使 
用时，不正确的重新组装也会造成触电。 

使用制造商没有推荐的附件时，可能会发生起火、触 
电或人身伤害的危险。 

由于不正常的使用，电池可能会发热或爆炸。 

只能使用本使用手册说明的电池。 

请勿将电池的正负极 (+/-) 装反。 

请勿使电池接触乂源或高温。 

请勿充电(除非是可充电电池）、短路或拆卸电池。 

切勿混用不同类型、品牌的电池或新旧电池。 


请妥善保管本使用说明 
书 

注意 

操作时请勿接触闪光管，闪光灯闪光时闪光管可能会变热。 


使用之前 

有关详情，请参阅随相机附带的使用说明书。 

本装置并未采用防尘、防瓣水或防水设计。 

请巧将本装置放置于下列地方。 

无论本装置处于使用状态还是存放状态，均请勿将其放置于下列任何 
地方。否则，可能导致故障。 

• 将本装置放置于仪表盘等暴露于直射阳光下的地方或靠近加热器 
的地方时，可能导致本装置变形或出现故障。 

• 振动过大的地方 
• 电磁强度过大的地方 
• 多沙的地方 

在海滨及其他多涉区域或者发生尘雾的地方，应避免让本装置受到沙 
尘的侵袭。否则，可能导致故障。 

使用前，请清洁闪光灯表面。闪光灯散出的热量可能会令闪光灯表面 
的污垢变色或粘附到闪光灯表面上，从而导致闪光不足。如果闪光灯 
表面部分变脏，请用软的干布进行擦拭。 


特性 

• 本闪光灯装置设计用于配备有智能附件插座的相机。请参阅相机 
的使用说明书，检查您的相机是否有智能附件插座。 

• 本闪光灯为外置闪光灯，它简洁精巧，由相机电池供电，因此无需安 
装闪光灯电池。 

• 独有的反射闪光功能，轻按一下开关即可改变照明方向。 

• 可利用色温信息自动校正白平衡。 

• 通过提起或放下本装置的闪光管即可开关本闪光灯。 

• 具有红眼消减闪光功能。 

• TELE 开关与 [TELE 位置]的组合令闪光范围得到有效扩大。即 
使5米开外的拍摄对象仍可确保有充足的照明 (IS0100, F4)。 


□ 部件识别 

1 闪光管 

2 BOUNCE 开关(默认设置： [ BOUNCE ]) 

3 TELE 开关(默认设置：[标准位置]) 

4 連接器 

注意 

请勿触摸连接器。 

5 锁扣螺丝 
6 广角罩板 
7 連接器保护帽 


回安装与拍摄 

1确认相机已关闭后，将本装置安装到相机的智能附件插座 
上。 

2牢牢握住本装置，同时用螺丝进巧固定。 

如果螺丝不易巧紧，请从前端进行紧固。 

注意 

• 请将本装置完全挿入相机的附件插座中，然后将螺丝牢牢巧紧。 
务必将本装置安装牢固。 

3打开相机电源。 

4需要闪光时，请上提本装置的闪光管。 

•请勿触摸闪光管。 

•只有在提起闪光管时，闪光灯才会闪光。 

• 不使用闪光灯时，请将闪光管放下。 

5将相机设为巧需的拍摄模式和闪光模式。 

有关拍摄模式和闪光模式的详情，请参阅相机的使用说明书。 
•将相机设为 [S (快口优先)]模式或 [M (手动曝光)]模式时，选 
择的快 n 速度不能超过闪光同步速度*。 

^*^巧光同步速度是指闪光灯可な使用的最大快 n 速度。 

6巧本装置完成充电后，按快鬥按钮拍摄影像。 

注意 

•本闪光灯由相机供电。当相机为闪光灯充电时，相机的 LCD 显 
示屏上将闪烁该图标闪烁时，不能按快 n 按钮。取决于使 
用条件，相机所能拍摄的次数有时会有所减少。 

• 在低温下使用时，闪光灯的充电时间可能会比通常情況下有所 
揃カロ 

•如果在较短的时间内让闪光灯连续闪光，充电时间可能会比通 
常情況下有所増加，な防装置过热。 

•当相机的拍摄模式设为[智能自动]时，闪光灯可能不会闪光。 
•在安装本装置的情況下携带相机时，切勿只握持本装置。应始终 
握住相机机身。 

从相机上卸下 

关闭相机电源，然后按照与安装时相反的顺序将本装置卸下。 


''ちま 

• 将本装置从相机上卸下后，请务必为本装置的連接器安装附带的连 
接器保护帽(参见图回-④）。 

• 放入包或类似物品中时，请务必提前将其从相机上卸下。 


因 BOUNCE 开关 

如果直接が着墙壁前的拍摄对象闪光，墙上就会出现粗 f 造的阴影(参 
见图 因-の）。 

在天花板较低的室内拍摄时，可将 BOUNCE 开关设为 [BOUNCE], 
从而使本装置的闪光管斜向上并从天花板上散射光线，を样可起到柔 
化阴影的作用。光线从天花板上反射下来，照亮拍摄对象，从而生成 
柔和的影像(参见图因-⑤）。 

在室外拍摄时，请在使用本装置之前将 BOUNCE 开关设为 
[DIRECT]。 

• BOUNCE :闪光管位于7日度向上的位置(反射闪光） 

• DIRECT :闪光管位于〇度位置(直接闪光） 

将目 OUNCE 开关转至巧需的位置(参见图因-1)。 

''主青 

• 用力转动 BOUNCE 开关，直至④标记与所需的位置がす。 

• 反射闪光灯光线的天花板或墙壁应为白色或非常暗淡。如果是彩 
色的，可能会影响成像效果。反射面不应选择较高的天花板或镜子。 
• 设置 [ BOUNC 因后，闪光范围将缩小。如果影像曝光不足(照片看 
起来较暗），请向拍摄对象方向移动，或者増大 ISO 感光度或光圈 
值。 


因 TELE 开关 

在室外拍摄时，如果拍摄对象离相机太远，超出本装置的闪光范围，请 
将本装置的 TELE 开关设为 [TELE 位置](参见图囚）。を样可増 
大本装置的闪光范围。 

注意 

• 正常拍摄时，请将 TELE 开关设为[标准位置]。 

•在 TELE 位置上，闪光灯照亮的范围要比在标准位置上窄。 

• 设置 TELE 开关时，应用力转到位，务必使⑥标记与所需的位置 
对齐。 

• 如果镜头角度比所选的闪光灯角度宽，影像的外围区域就会变暗。 

有关各个位置的闪光范围，请参阅"变焦闪光范围"。 

• 只有当 BOUNCE 开关设为 [DIRECT] 时，才会启用 TELE 开关。 

不同开关组合下本装置的状态 




TELE 开关 



卸下广角罩板时 

安装广角罩板时 



标お位置 

等价于16 mm 
指数：14 
用于常规拍摄。 

标お位置 

等价于10 mm 
指数： 7 
用于常规拍摄。 

BOUNCE 

开关 

DIRECT 

TELE 位置 

等价于35 mm 
指数： 20 

用于远距离拍摄(超出 
闪光灯的闪光范围）。 

TELE 位置 

无法正确使用。 


BOUNCE 

指数： 20 
在室内使用。 


且广角罩板 

当相机上使用另售的超广角镜头转换器(等价于12 mm 焦距范围） 
时，可通过为本装置的闪光管安装广角罩板来扩大拍摄时的闪光范围 
(此广角罩板与另售的鱼眼镜头转换器 VCL-ECF1 不兼容)。 

安装广角罩板 

1将 TELE 开关设み[标お位置]。 

2让 TELE 开关的突起与广角罩板内部的凹槽对齐，然后滑 
入广角罩板。 

ぐちま 

• 只有当 BOUNCE 开关设为 [DIRECT] 时，广角罩板才有效。请 
在使用前进行检查。 

• 安装广角罩板时，确保其径直朝上。 

• 不用时，请将广角罩板存放于携带包的内袋中。 

• 使用本装置与 E10-18mm F4 OSS (SEL1018) 镜头的组合进行 
拍摄时，请卸下镜头遮光罩。 


利用色温信息自动调整白平衡 

相机将根据本装置在闪光时所发送的色温信息自动调整白平衡(适用 
于配备智能附件插座的相机）。 

• 该巧能在 BOUNCE 开关设为 [DIRECT] 时有效。 


保养 

从相机上拆下本装置，然后用干的软布擦拭。轻轻吹走本装置上的沙 
子。在吹走莎子之前擦拭会将本装置的表面划伤。清除污垢时，请用 
お有柔性洗涂剂的巧轻轻将其擦掉，然后用干的软巧将本装置擦拭干 
净。切勿使用稀释剂或汽油等高溶解溶剂，否则会损坏表面涂居。 
如果本装置的连接器变脏，请用棉签棒进行擦拭。切勿用手直接触摸 
連接器。 


兼容性 

有关与本装置兼容的可更换镜头数码相机的信息，请访间我们的网 
站： 

http：// www.sonj^net/ 


使用须知 

拍摄且弓间 

• 请勿将闪光灯正对人的眼睛。它会产生强光。 

• 请勿连续闪光超过20次。否则，可导致本装置过热，或导致其质 
量降低。 

若连续闪光20次，应停止使用，使其自然冷却至少10分钟。 

• 将本装置安装到相机上后，切勿只握持本装置。应始终握住相机 
机身。 

• 提起或放下本装置的闪光管时，小也不要让转轴卡住手指并造成人 
与伤害 

• 如果采用卡口适配器将 A 卡口系统镜头安装到相机上，建议不要使 
用本装置进行闪光拍摄，因为近景部分有时看上去会较暗，且镜头 
可能会挡住闪光灯光线。 

• 在本装置闪光时，切勿让手或手套等遮住闪光管。闪光时间较长时， 
切勿立即触摸闪光管。 

を些可能会导致灼伤、冒烟或故障。 


• 本装置可な在0 ° C 至40 D C 的温度范围内使用。 

• 请勿将本装置暴露于过高温度け日车辆内受到阳光直射的地方)或 
过高湿度的环境。 

• 温度的骤然变化可导致本装置内形成结露。将本装置从寒冷的环 
境(如雪坡)带入温暖的环境时，请先将其放置于塑料袋中，排出袋 
中的空气，然后将其密封。拿到温暖的环境中后，先稍候片刻，直至 
其达到室温，然后将它从塑料袋中取出。 

• 本装置不具备防水性。在海滨使用本装置时，请勿使其接触到水或 
莎子。如果有水、涉子、灰尘或盐进入本装置内，可能会导致故障。 


规格 

变焦闪光お围 

标お位置 

焦距范围：等价于16 mm (35 mm 格式等价焦距范围： 24 
mmj 

TELE 位置 

焦距范围：等价于35 mm (3 日 mm 格式等价焦距范围：日0 
mm) 

安装广 g 胃板日寸 

焦距范围：等价于10 mm (35 mm 格式等价焦距范围：15 
mmj 

闪光长度お围 

指数 （ ISOIOOm ) 

标准位置：14 
TELE 位置： 20 
安装广角罩板时：7 


标お位置 


光圈 （F) 

投0100 

投0200 

投0400 

投0800 

松01600 

2.8 

1-5 

1-7 

1-10 

1-14 

1-20 

4 

1-3.5 

1-5 

1-7 

1-10 

1-14 

日.6 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 

1-7 

1-10 

8 

1-1.5 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 

1-7 


* 当 BOUNCE 开关设为 [DIRECT] 时 （单位： m) 

TELE 位置 


光圈 （F) 

投0100 

投0200 

投0400 

投0800 

松01600 

2.8 

1-7 

1-10 

1-14 

1-20 

1-28 

4 

1-5 

1-7 

1-10 

1-14 

1-20 

日.6 

1-3.5 

1-5 

1-7 

1-10 

1-14 

8 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 

1-7 

1-10 


* 当 BOUNCE 开关设为 [DIRECT] 时 （单位： m) 

安装广角罩板时 


光圈 （F) 

投0100 

投0200 

投0400 

投0800 

松01600 

2.8 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 

1-7 

1-10 

4 

1-1.5 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 

1-7 

日.6 

1 

1-1.5 

1-2.5 

1-3.5 

1-5 


* 当 BOUNCE 开关设为 [DIRECT] 时 （单位： m) 


闪光间隔 

0.1- 日秒 

闪光控制 

预闪光测光 _ 

尺寸(约） 

60 mm X 71 mm X 53 mm (长/高/宽） 

质量 

约 63g 

巧含物品 

闪光灯（1)、广角罩板 （1) 、連接器保护帽（1)、携带 
包（1)、成套印刷文件 


上述使用说明书中的巧能值依据于 Sony 公司所进行的测试。 
设计或规格如有变动，恕不另行通知。 

な是 Sony Corporation 的商标。 


产品中有毒有害物质或元素的名称及含量 



有毒有害物质或元素 

部件名称 

铅 

ま 

铜 

六价铭 

多漠联苯 

多漠二苯醜 


(Pb) 

(曲） 

(Cd) 

(な(VI)) 

(PBB) 

(PBDE) 

内置线路板 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

外壳 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

光学块 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

附件 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇:表示该有毒有害物质在该部件所有均质材料中的含量均在 
SJ/T11363-2006 标准规定的限量要求な下。 

X :表示该有毒有害物质至少在该部件的某一均质材料中的含量 
超出 SJ/T11363-2006 标准规定的限量要求。 
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